
 

令和８年７月滋賀県甲賀市の土砂崩れに係る滋賀県災害対策本部 

第３回本部員会議 議事概要 

 

１ 事 案 名  令和８年７月滋賀県甲賀市の土砂崩れ 

２ 開催日時  令和８年７月 27 日（月） ９時 30 分から ９時 47 分まで 

３ 開催場所  危機管理センター 災害対策本部室 

４ 出 席 者  本部長 

 三日月知事 

副本部長 

 東副知事、岸本副知事 

本部員  

防災危機管理監 知事公室長 総合企画部長 総務部長 

観光文化スポーツ部長 琵琶湖環境部長 健康医療福祉部長  

子ども若者部長 商工労働部長 農政水産部長 県土整備部長  

交通まちづくり部長 会計管理局長 企業庁長 病院事業庁長  

びわこボートレース事業庁長 教育委員会教育長 警察本部長 

各災害対策地方本部長 

 各土木事務所長 

甲賀市副市長 

 

５ 内  容 

(1) 概 要 

  報告・共有事項 

(ｱ) 避難の状況 

(ｲ) 復旧に向けた県等の対応状況 

(ｳ) 災害救助法に基づく救助の実施状況について 

 

(2) 会議録 

  ア 開 会 

 

  イ 議 事 

(ｱ) 避難の状況 

副局長：資料に基づき説明。 

(ｲ)  復旧に向けた県等の対応状況 

県土整備部：７月 22 日から職員１名を甲賀市役所へ派遣している。災害復旧

事業の採択に向けた技術的支援や助言を目的に、現地での調査

の調整や市と関係機関との協議への同席をしている。 



 

交通まちづくり部：７月 17 日にドローンによる測量調査を実施。把握してい

る 2021 年９月のデータとの比較を行った。 

調査結果について、盛土末端部のみの崩壊であった。ま

た、盛土表面の大きな変動は見られなかったが、今後、甲

賀市が実施するボーリング調査等の結果をもとに、盛土

の安全を確認する。 

測量結果については、すでに甲賀市へ提供しているとこ

ろ。今後の調査に活用されるものと思料。 

今回崩落箇所以外の５カ所の盛土部分についても、ドロ

ーンによる測量を実施予定。 

 

(ｳ) 災害救助法に基づく救助の実施状況について 

副局長：資料に基づき説明。 

健康医療福祉部：避難者の健康状態について、大きな問題はないとの報告を受

けている。 

甲賀市および関係機関と連携し、スピード感をもって対応

したい。 

交通まちづくり部：24 日（金）・25 日（土）・26 日（日）の３日間に６世帯の

内見があった。住宅課で対応している。 

 

甲賀市副市長発言 

甲賀市副市長：まず、三日月知事をはじめとする滋賀県の皆様、そして内閣府

をはじめとする国、関係機関の皆様方には、力強い支援をいた

だき、感謝申し上げる。 

 

市として、避難指示の 25 世帯すべての方に応急的な住まいに

避難いただくにあたり懸念となっている、転居費用の支援につ

いて、早期に開始できるよう調整を進めている。 

避難先からいつ帰れるのか、先行きが見えない状況であり、避

難の期間によって、転居先や引っ越しの規模が変わってくるこ

とを心配している。市としては、引っ越し費用の支援について

は、最大限対応できるよう制度設計を進めてまいる。 

 

避難が必要となる避難者から、引っ越しに必要なニーズを確認

する中で、仏壇やピアノの搬出・搬送を希望されているなどそ

れぞれの事情を伺っているため、市としては、住民に寄り添い

ながら、様々なニーズにできる限り対応できるよう取り組んで



まいりたい。 

加えて、避難後に不在となる家屋の防犯対策についても不安

の声をいただいているので、市として、対応策の検討を始めて

いるところ。 

 

こうしたことを踏まえ、安心して、また、可能な限り納得して、

避難いただくためにも、国や県の支援を含め、現在の対応状況、

今後の取組などについて、８月１日（土）に第２回目となる住

民説明会を実施する予定。 

 

被災者のくらしの再建と地域の復旧には、まだまだ長い道のり

が続く。どうか引き続き国・県のお力添えを賜るようよろしく

お願いしたい。 

 

本部長：内見の状況はどうか。 

交通まちづくり部長：６世帯が内見をしている。順次入居の手続きを進めてい

る。 

本部長：甲賀市においては、それでよろしいか。引っ越し費用との兼ね合いも

あるが。 

甲賀市副市長：結構である。 

本部長：災害復旧に向けた取組、これは専門家の知見がいる。また、盛土造成

地の緊急調査はドローンや観測データを使用し、さらにボーリング調

査で補完していくことになる。加えて、応急仮設住宅については、内

見から入居までの手続きを順次急ぎ進めていくこととなる。甲賀市と

連携して、関係事業者や国の支援などをいただきながら進めていく。 

 引っ越し費用の支援について、発生から時間の経過とともに、色々な

ニーズや残る家屋の安全対策ということへの不安もある。こういった

ところに、市と県がどのように連携し、寄り添っていけるのかについ

て、早急に検討したい。 

 

 ウ 閉 会  

 


